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８月号目次 

  
 ８月号目次                            ２ 
 「私の一名山」市川山の会・岡田 庄一朗              ３ 
 登山時報 「ひと」の紹介「うざわ喜久雄」さん           ５ 
 新特別基金担当者会議報告・鶴田副理事長              ６ 
 支援活動報告 千葉県連支援活動実績報告・吉田理事長        ７ 
   〃                ・岳人あびこ        ８ 
   〃                ・松戸山の会       １１ 
   〃                ・東葛山の会       １３ 

支援Ｔシャツの案内  ・かがりび山の会 石井さんイラスト    １４ 
討議資料  各会での討議のお願い                １５ 
  〃  「個人会員制度」導入と組織強化の具体的提案・２次案  １６ 
  〃  「個人会員の山行管理」について            ２２ 
記念トレッキング案内                      ２３ 
県連たより                           ２５ 

 カレンダー                           ２６ 

 
 

 

 

 

 

 

表紙 写真コメント 
 中国四川省姑娘山群大姑娘山（5,030ｍ） 
左から四（6,255ｍ）三（5,355ｍ）二（5,276ｍ）大姑娘山（5,030ｍ） 
  撮影日  ：2010 年 7 月 20 日 
  撮影場所 ：中国四川省姑娘山群大姑娘山山麓 
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 私の 一 名 山 

市川山の会   岡田庄一郎 

 

２０１０年７月１７日～２３日中国四川省四姑娘山群大姑娘山（５０３０ｍ）をアルペ

ンツアーサービス(株)のツアー登山で登頂。 

７月１７日(土)ａｍ８：５５成田発上海経由で成都ｐｍ６：１６着乗り換えのため結構

時間がかかった。 

７月１８日(日)パンダ見学の予定が２００９年四川地震の影響で中止、道路も復旧がな

されていないため、遠廻りする。ａｍ３：００早朝バスにて日隆（リーロン）へ向かう。

ｐｍ３：００日隆着ホテルに入る。昨日から乗り物で移動しているため、ようやく落ち着

いた気分になる。ホテルはボイラーが地震で壊れたままで、シャワーが水のままだ。それ

も氷河の溶けた水のため相当冷たい。とてもゆっくり浴びていられない、早々に夕食のた

め食堂にいく。四川料理は辛いと聞いていたが、本当に辛い、苦辛い。 

翌１９（月）は高度順応のため、里山を散策する。リーロンの町の高度は 3,150m のため

高木はほとんど見られない。草原の山を所かまわず歩く。 

２０日（火）馬に荷物を積んで、四姑娘山の山麓にある老牛子園（ラオ二ュエンツアー）

の大姑娘山ベースキャンプ標高 3,600m へ向かう。馬やヤクが通るため登山道はメチャメチ

ャに荒れていた。いずれ、この自然をまもるために、馬やヤクでの荷物運びは禁止となる

だろう。途中四、三、二、大姑娘山群が並んでその雄姿を見せてくれた（表紙写真）。 

キャアンプに着きテントに荷物を置き、午後からは自由時間だ。このあたりは見渡す限

り花畑で、馬やヤクが放牧されていて、草と共に花を食んでいる。 

土地の人は「糞が種を運ぶ」と、言ってるがこれ以上の観光化が進み、馬、ヤクの放牧 

密度が上がれば禁止にせざるを得ないだろう。 

２１日（水）高度順応日で BC

から花畑の中を 4,000m 付近まで

を往復する。トレッキングのコー

スがあいまいでどこを歩いても

良い。花を踏みながらガイドの後

を歩く後ろめたさは、何と言って

良いのか？  

いずれ日本や、欧米のようにコ

ースを造り、コース外に出てはな

らないことになるだろう。 
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２２日(木)ＢＣからカールの中にある第一キャンプ 4,300m まで行動する。途中ブルーポ

ピーを発見――写真―― 「青いケシ」という創造した花と違って、葉が厚くトゲトゲし

い植物だ。 

２３日(金) 大姑娘山登頂日、朝

から霧がかかって視界が悪い、頂上

はまったく見えない。 

昨日まで天候は良く遠くの稜線

も見えていたのに残念である。 

5,030m の頂上を目指してもくも

く歩く、標高が高くなるたびに、霧

が濃くなり足が上がらなくなる。 

ガイドは「時間は十分あるのでゆ

っくりと登れ」と励ましている。頂

上は岩があり、大姑娘山と書いてあ

る。ここから鋭く尖った四姑娘山や

ミニヤコンガが遠くに見られるそ

うであるが、全く見えない。酸素不

足と寒さ、強風のため早々に下山。 

帰りは大姑娘山頂上から第一キ

ャンプに泊まらず、草原の中一期に

1,430m を下りベースキャンプまで

降りる。 

２４日(土)今日は快晴である。昨日 BC 付近は雨で登山道が水溜りになっている。ツア

ーリーダーがベースキャンプに入る前に「長靴があったほうが良い」と言っていたが、私

はあいて用意しなかった。他のツアー客はリーロンで購入し、履き替えていた。 

濡れて歩くことを覚悟したが、馬で帰ることもできるとのことを聞き、即申し込みをした。

日本円で５千円位、馬に揺られながらトレッキングコースを下山する。             

以 上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
「ちばニュース」表紙についてのお願い 
 毎月の表紙は、「私の一名山」と題して、２０１０年１月から各会の持ち回りで 
担当していただきました。９月号の松戸岳人倶楽部で一回りします。 
ご協力有難うございました。 
 「私の一名山」シリーズは「ちばニュース」の発行に執念を持って取り組んだ 
渡辺前事務局長の山への熱い思いでスタートしました。それぞれの会山行・個人 
山行の大事にしている想い出を伝えていただきました。 
 好評に後押しされて、もう一回り「私の一名山」をお届けしたいと思います。 
今回のシリーズは、個人からの投稿を中心に募集したいと思います。 
引き続いてご協力をおねがいします。 
 順番は決めず、自由投稿で先着順とします。 
◆ 投稿連絡先・問合せ先：広木 国昭（danphiro@zpost.plala.or.jp） 
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登山時報 9 月号３５Ｐ「ひと」の欄、う沢さんの紹介が掲載されました。 
 １ページで、う沢さんの功績全てを紹介することは出来ませんが、房総

の自然の守人・追原ダム建設中止・鬼泪山の山砂採集中止などを紹介しま

した。登山時報には会員からの投稿欄があります。会活動・全国にむけて

発信したい事など、自由に投稿して下さい。      （広木 国昭） 
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新特別基金全国担当者会議（第４回）報告             

                            副理事長 鶴田 秀雄 

（全国新特別基金運営委員） 
 

  全国連盟新特別基金委員会の主催により、各地方連盟の基金担当者会議が開催されました。 

 千葉県連盟からは、桑原ハイキング委員長に出席をお願いしました。本来ならば、各会の基

金担当者・県連役員が出席すべきですが都合がつかず、桑原さんにご負担をおかけしました。 

【期日および場所】 
2011 年 6 月 18 日～19 日  神奈川県三浦海岸 マホロバ・マインズ三浦 
【出席者】 
30 地方連盟から 31 名 主として会長、理事長、事務局長など役員 
全国連盟から 斎藤理事長、川嶋事務局長、基金管理運営委員会メンバー 
【議事】  
Ⅰ.保険業法再改定法案の成立と労山遭対基金の行方（斎藤理事長） 
 今年の 5 月に施行された再改定保険業法は、多くの自主共済の「原状復帰」を無条件で 
 認めるものではなく 5 年後の見直しも定めているので、懇話会は解散せずに活動を続ける。 
Ⅱ.特別基金の経過と現状の報告（高橋新特別基金運営委員長） 
 この 10 年間の推移をみると加入者が年々減少し、払込金の減少も 2006 年以降顕著で 
ある。しかし、加入者減少にもかかわらず、交付人数はほとんど変わっていない。 
交付率は 01 年度と 10 年度を比較すると逆に上がっている。さらに、会員の基金への 
意識が、会全体の事故防止の努力に対する補償ではなく、事故に対する補償としてだけの 
「保険」意識への変化もみられる。 

Ⅲ.テーマ討論 
 次の 3 点について事前のアンケート調査を行い会議の場で討論を行った。 

1. ドアツードア 
アンケートでは廃止をとする意見が多かった。当日の意見でも「登山口から下山口」 
「集合場所から解散場所まで」「登山中+移動中」などとして改定が必要だとする意見が

多かったが「基金勧誘のポイントにしている」「始めたことは継続が必要」など、改定に

反対の意見も強かった。 
 2. 3 倍交付 

   アンケートと当日の意見共に何らかの上限制約を設けて継続するという意見が多かった。 
上限としては口数上限や交付金額上限、また入通院補償については支払い実費を超えない 
範囲とする等の提案があった。 

3. 救助捜索費用 
おおむね現状に満足し維持を望む声が多かった。要望として「出動手当基準の明確化」 
「交付基準の明確化」など理念だけではなく補償の範囲を明文化してほしいという 
要望が多かった。 

Ⅳ.まとめ 
  今回の会議での意見要望を踏まえ、基金運営委員会で改善案を作成し全国理事会に提案す 

る。 
                                （文責 鶴田 秀雄） 
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陣 日程 場所 参加会 総人数 活動内容

1 4/７～10 気仙沼 ちば山の会 10 被災個人宅家財道具搬出

2
4/8（夜）
～11

気仙沼、
石巻（立町）

ACT峰友、山の会岳樺クラブ
君津ケルン山の会、松戸山の会
ふわくハイキングサークル、東葛山の会
松戸遠足クラブさくら組、船橋勤労者山の会

25

気仙沼：同上
石巻：繁華街道路のヘドロ
除去
：被災個人宅家財道具搬
出

3 4/15～18 気仙沼 船橋勤労者山の会、ちば山の会 12 被災個人宅家財道具搬出

4
4/28（夜）
～5/1

気仙沼

船橋勤労者山の会、松戸山の会
ふわくハイキングサークル、東葛山の会
かがりび山の会、山の会らんたん、
山の会岳樺クラブ、千葉こまくさハイキングクラブ
松戸遠足クラブさくら組、会員外

50

被災個人宅家財道具搬
出・移動
被災個人宅内部清掃、床
下のヘドロ出し

5 5/3～8 気仙沼 ちば山の会、船橋勤労者山の会(3～5） 14 同上、海岸清掃

6
5/13（夜）
～16

石巻（門脇）
船橋勤労者山の会、松戸山の会
シリウス山の会、ACT峰友、山の会岳樺クラブ、
会員外

13

ビニールハウス内のがれ
き撤去・土砂除去
宮城県連・石巻労山との
交流

7
5/19（夜）
～22

石巻（門脇） 船橋勤労者山の会、会員外 6
ビニールハウス内のがれ
き撤去・土砂除去

8
5/20（夜）
～22

気仙沼 かがりび山の会 11 海岸清掃

9
5/26（夜）
～29

石巻（大街道東葛山の会 5
ビニールハウス内のがれ
き撤去・土砂除去

10
6/3（夜）
～5

石巻（渡波）
船橋勤労者山の会、松戸山の会、山の会らんた
ん、ふわくハイキングサークル

6
ビニールハウス内のがれ
き撤去・土砂除去

11
6/17（夜）
～19

石巻（門脇）
東松島市
（大曲）

船橋勤労者山の会、松戸山の会、ちば山の会、
ふわくハイキングサークル、東葛山の会、君津ケ
ルン山の会、山の会らんたん、山の会岳樺クラ
ブ、千葉こまくさハイキングクラブ、成田ラテルネ
山の会、岳人あびこ、茂原道標山の会、山の会
岳樺クラブ、会員外

52
ビニールハウス内のがれ
き撤去・土砂除去

12
7/1（夜）
～3

石巻（北上）
船橋勤労者山の会、松戸山の会、ちば山の会、
ACT峰友、シリウス山の会

15 田んぼのがれき撤去

13
7/15（夜）
～18

石巻（北上）

船橋勤労者山の会、松戸山の会、ちば山の会、
ACT峰友、ふわくハイキングサークル、東葛山の
会、千葉こまくさハイキングクラブ、成田ラテルネ
山の会、岳人あびこ、山の会らんたん、かがりび
山の会、山の会岳樺クラブ

34 田んぼのがれき撤去

253

                       千葉県勤労者山岳連盟東北支援

合計
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石巻支援に参加して（岳人あびこ） 

 

今回、私たちの支援活動がスムーズに行えたのは、理事長の吉田さんをは

じめ、多くの方の懸命の支えがあってのことでした。船橋の会の岩本さんが

マイクロバス（２３人）の運転をしてくださり、岳人あびこ 3 人はそれに

便乗させてもらいました。また、買い出しや食事作りは佐藤さんが中心にな

って全て整えてくださいました。県連から 2 食分（夕・朝）の食費の補助

が出たので、今回の経費は 6 千円（レンタカー代・2 日間の温泉代込み）。

宿泊は農協の体育館。食事は 52 名分を一緒に作って合同の夕朝食（外で火

を使ってはいけないとのこと）。今後も石巻での宿泊はここ（ガス・水道・

トイレは使える）になるとのことです。 
帰って翌日、会の会報に感想を寄せたので、その抜粋と武内さん撮影の写

真をお送りします。作業前と後のハウス内の様子はいかがですか、きれいに

なったでしょう？（文責中村） 

武内勇二 

労山関東ブロックの大震災支援の千葉県連５２名の一員として石巻支援

に参加しました。6月 17 日（金）夜 9時に新鎌ヶ谷駅に集合、マイクロバ

スと自家用車に分乗して出発。当初あびこからの３名は車で現地に入る予定

だったが、運よく船橋の仲間が運転をかってでてくれ、マイクロバスに乗せ

てくれたのはラッキーだった。東北道菅生 IC 内で、県連用意のテントで仮

眠後、石巻に向かった。心配した通勤ラッシュにも遭わず、８時の集合に間

があるので、石巻港近くの大曲地区の被害状況を見せてもらった。かっては

豊かな水田地帯であった所が、津波に洗われ瓦礫が散乱、荒涼とした荒地に

変わっていた。田に漁船が残され、散乱する瓦礫に混じった小さな三角屋根

は川岸のブロックが流されたものだった。道路は陥没し通行不能、津波で破

壊された家が全く手付かずに半壊の状態で建っていた。地形は平坦で、低い

山が遥か遠くに連なっているだけ。避難できる高い場所はなく、住んでいた

住民は車で逃げおおせただろうか。100 年に 1度の大津波を心配して、「こ

こに住むな」というのはとても無理な話だと思う。頑丈な建物を造り避難場

所にするしかないだろう。 

ハウス横の道具置き場には農協が準備してくれた、一輪車、熊手、長い柄

の鎌、スコップその他作業に必要な道具が準備されていた。新しいものもあ

り今回の支援に備えて準備してくれたと思われる。５月のボランティアでは

道具不足で動きが制約されたと県連ニュースにあったので、自宅からスコッ

プ一本持参したが、必要ではなかった。ボランティアをする側、受け入れる 

側も経験を積んで事前準備がしっかりと出来るようになったのだろう。 

作業前のハウスは、上からビニールがぶら下がり、瓦礫が散乱して見る影

もない状態だったが、幸いにも土は乾いていた。土埃と汗にまみれて、破れ

たビニールの撤去と瓦礫の分別撤去が進んだ。３０名を超えるマンパワーは
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さすがにすごい。約 1時間働いて１０分休みのゆったりとした作業ペースに

拘わらず、午前中にまず 1棟の瓦礫撤去に目鼻がついた。 

道路脇にへたり込んでの昼食だったが、幸いにも曇り空で適度に風もあり

疲れも回復できた。午後は３時までと時間を区切って作業開始、午前に続い

て１棟目の泥出しと２棟目の瓦礫撤去を行った。大分要領が良くなって作業

はどんどん進み、作業終了時点ではハウス内が大分すっきりとした状態まで

こぎ着けた。但し、２棟目のハウス内には、流れ着いた車が何台も折り重な

っている箇所があり、これだけは人力では如何ともし難いのでそのままとせ

ざるを得なかった。 

本日は、地震大津波から丁度１００日目の区切りにあたり、２時４６分に

あわせ作業の手を休めて黙祷した。 

作業終了後、女川、大川の被災地をバスで回った。ビルが横倒しになり、

土台を残して根こそぎ持って行かれた家、残された家とても住めるような状

態にない廃墟と思しき惨状に思わず驚愕の溜め息が洩れる。７０名を越す生

徒が犠牲になった大川小学校の現場は、まさに北上川の本流近くの低地にあ

り、裏山が近くにあるにもかかわらず何で山に逃げなかったのだろうかと訝

しく思われる。地震の際の津波は頭になかったのだろうか。何で橋の方向に

逃げたのだろう。生徒が流された橋の袂の高台に花束が置かれ、犠牲者を追

悼している人々の姿があった。何とも痛ましい。（略） 

翌朝は晴れの天気。暑くなるので予定を早め７時２０分頃から作業開始、

１棟目、２棟目の泥出し作業をの継続により、すっかりきれいになった。作

業を切り上げるに当たって、Ｋさんの奥さんから津波のときの話があった。

ハウス近くのＫさんの家は１階天井付近まで浸水、近くに住む娘さんの３階

のアパートに歩いて避難して難を逃れたとのこと。着いたときは直ぐ後まで

水が迫り、まさに危機一髪だったとのことで、渋滞した車が人を乗せたまま

流されて行くのが見えたという。津波後３日間は水が引かず、ボートに乗っ

てハウスの状態を見に来た時には呆然自失、これからどうしようと途方にく

れたという。幸いにも一家６名は全員無事だった。親戚の方６名を失い、畑

の復旧のため体を動かしているから気がまぎれるが、じっとしているとたま

らなく辛い想いがこみあげてくるという。涙ぐみながらのお話に思わず貰い

泣きしそうになった。現在は避難所暮らしということですが、お礼とともに

「今後も頑張って行く」との言葉があり、ボランティアし甲斐があったとの

何とも清々しい気持ちになり、逆に勇気を貰った気がした。今回は山登りで

はないが、山から下山したときに味わう達成感があった。県連の他の会のメ

ンバーの殆どの方とは初対面であったが、山という共通項で一致する仲間達

なので、打ち解けるのも早い。和気あいあいと和やかに、こんなことでもな

ければやらない辛い仕事も不平の一言も言わずに頑張れたと思う。 
 

中村育子 
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私たちが支援に行った農家は、津波が 2 メートルの高さになり、4 日間も

水が引かなかったという場所でした。ビニールハウス 5 つのうち 3 つがつ

ぶれ、つぶれずに残った 2 つのハウスの入口には、泥だらけのビニールが

垂れ下がっていました。仕事は多岐にわたりました。大型機械を運び出す、

支柱にからまったビニールを剥がす、垂れ下がった紐を片付ける、埋もれた

パイプやビニールを泥土の中から引きずり出す、がれきをスコップで掻き出

す、熊手でかき集める、手押し車で運ぶ、等。瓦礫を片付けてゆくと、土の

中から津波で流されてきたものが次々と出てきます。雑誌・カバン・ＣＤ・

衣類・茶碗のかけら・花瓶等。掘っても掘っても出てきました。つぶれた 3
つめのハウスの支柱の所に、流れてきた乗用車が 5 台、一列縦隊に重なっ

て並んでいました。その周辺は手つかずのままで、ビニールを引きずり出す

と汚泥から悪臭が出て、そのまま消えません。でもひどい腐敗臭やハエの大

量発生など、心配するようなことはありませんでした。瓦礫撤去は声をかけ

合い、賑やかにやることが大事でした。 
最後に家主の奥さんが挨拶されました。ご当主は 2 つの葬式に行ってい

るということでした。毎日することがあって気を張っているから元気そうに

しているけれど、といって言葉を詰まらせて横を向いた時は、私たちももら

い泣きをしてしまいました。土は塩でやられているので、このままでは使え

ないのだそうですが、大変喜んでくださいました。休憩の時に、「どれだけ

の人がもどってくるか・・・」といわれた時に、そこに残る人たちの悲しみ

の大きさはいかばかりかと思いました。親しい人や豊かな海山を失っただけ

ではなく、これからも失ってゆくかも知れない、その寂しさにじっと耐えて

いるのだと感じました。今欲しいものは車だそうです。車無しにこの広大な

土地を動くことはできない、と一同すぐに納得しました。 
 

 
 

 
 
 作業の成果 
 
 
 
 
 
 
 
 

被災地支援活動についての案内 
 関東ブロックは、第１・第２土曜・日曜を統一行動として支援活動を

再開します。（8 月は、被災地の事情、会員の山行を補償するため休み） 
 各会からの参加協力をお願いします。 
連絡は：吉田理事長まで（tetsu195715@aol.com） 
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第 13 陣 震災ボランティア支援活動報告（松戸山の会） 
 
期 間   2011 年 7 月 16 日（土）～18 日（月）二泊三日 前夜発 車利用 
場 所   石巻 北上町地区 農地瓦礫撤去 
参加者  松戸山の会・・ 桑原年、太田、斉藤ち、伊藤當、桑原佑、   5 名  
      千葉県連 12 会 34 名+（群馬５名、茨城２名、東京２名） 
行動概要 
7 月 15 日（金）20：00 松戸市民劇場集合・桑原、吉田、矢島其々の車に分乗 20：30

出発東北道＝菅生ＰＡで他会グループと合流・仮眠 
7 月 16 日（土）4：30 起床 5：40 出発＝石巻河北ＩＣ＝道の駅上品＝ＪＡバンク集合

＝9：30 現地水田瓦礫撤去作業開始・15：00 終了＝女川・大川小学校跡

＝道の駅上品入浴＝18：00 水沼改善センター   泊 
7 月 17 日（日）7：20 出発＝ＪＡバンク（広木会長、群馬、茨城、東京、）合流＝9：

00 昨日同じ水田瓦礫撤去作業開始・15：00 終了＝道の駅上品入浴＝17：
00 水沼改善センター 交流会 泊 

7 月 18 日（月）作業なし・集合写真を撮り、解散・其々に別れる。（桑原、吉田）車

の行動・・水沼山・ 
     ＝女川漁港を市民病院高台より見学・＝女川原発方面＝石巻港・市内～日

和山公園より石巻市内の惨状を一望 12：00/13：00＝石巻港ＩＣ＝三陸・

東北・外環＝三郷南＝20：30 松戸着 
 
石巻ははじめての参加ですが、港地区の惨状はまだ残っているが街中は

徐々に整理されてきた様に見えた。でも中にはぜんぜん手を付けずに放って

ある家も見受けられた。だが、自然はすごい野山は緑いっぱい、今度入った

田圃も緑一色になっていた。しかも雑草の中に鴨か鷺かが巣をつくり卵 8
個も抱いていたのを見つけて皆びっくりした。ただ田の中にガレキの山があ

るのでそれと分かった。四か月前あの大津波が家や車や人間まで押し寄せて

来たのかと思うと頭がおかしくなる。 
 一日目はいくらか雲も出て田圃の中の瓦礫をあぜ道脇に積む作業も（手で

運ぶ人・一輪車で沢山運ぶ人）はかどり、時間までに終わった。初めての人

が多いので帰りに対岸（すぐ近くに大橋があるが津波で半分押し流されて不

能の為）を大回りして女川の小さな生徒達の犠牲になった大川小学校跡に行

き「献花台」の所でお祈りし、崩落した大橋と残骸をみて、途中の「道の駅

ふたご湯」で汗を流し、本日の宿泊地に迷いながら到着、一日が終わる。 
 二日目はピーカン快晴。上空さえぎる物なし、車と車の間に持参のターフ

で影を作り凌ぐ、わが車はクーラーをビンビン掛けて凌いだ。仕事も作日と

違って大変、中の大瓦礫を脇に寄せる作業、（後で聞いた話では自衛隊が犠

牲者を探すために掘り起こし何体か発見した所とか）家財、畳、衣類、多種

雑多で大変、30 分毎に休憩を入れて、時間までに何とか終る事が出来た。

急ぎ道の駅で汗を流し宿泊地に戻り、くつろぐ。 
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 三日目は仕事なし。解散・他車と分かれて吉田車と 2 台で前理事長岡さ

んの奥方の案内で地元の山「水沼山」まで軽登山を楽しむ。山頂からは大川

小学校方面が望めそこに鎮魂の碑も新しく建ててあった。終わって女川港の

惨状を女川病院の高台から望み（聞けばここ 30 メートルはある病院の一階

まで犠牲になった）女川原発方面を経て石巻港から中心部を一望出来る「日

和山公園」で惨状を見、一休みして帰路に就きました。 
復興はしているもののまだまだ長い年月が掛ると思います。我が県連では

8 月はお休みにして 9 月から第一週土、日と第三週の土、日を予定していま

すので続いて無理せずにボランティア支援をお願いします。 
（松戸山の会 桑原年一 記） 

  
私達は水沼より女川の被災地を回ってきました。 
5 月に回った時に見えたものはパノラマの瓦礫の山と鼻に衝く臭い。自衛

隊の復興支援のトラックの列とキャタビラ車。これが日本の国かと思わされ

ました。人影はなく、ボランティアや調査に入っている何人かのグループだ

けでした。 
今回はメイン道路の両サイドの瓦礫は片付き、鼻を衝く臭いもほとんどな

く、シンボルのようになっていた、3 階ビルの屋上に引っかかっていた車も

片付けられていました。魚市場では少ないながらも、水揚げ中でこれからセ

リを始めるとの事でした。わずか数か月で「ずいぶん進んだ部分もある」事

を実感しました。 
でも、ほとんどまだまだマイナス状態。まだ「4 ヵ月」。数か月単位で復

興できるわけがない「大きく 広範囲な 災害」。これからも、できるだけ

無理のない範囲で支援を続けて行きたいと思っています。 
（松戸山の会 伊藤當志美 記） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

千葉県連盟の支援活動については、当月号・７ページに吉田理事長の 
報告が掲載されています。13 回・253 名の参加による、活動内容が報告

されています。 
また、近日発行される「ろうさんニュース」第２２号にも各地方連盟 

による支援活動（3 月～7 月）が掲載されています。 
この 2 つの報告から、全国の地方連盟の中でも千葉県連盟の支援活動は 
回数・参加人数など圧倒的に多い。これは、吉田理事長を中心とした各

会の先進的な取り組みの成果です。 
参加者には、交通費・食費など全て個人負担で参加をお願いしています。

参加回数が増えれば財政負担も大きくなります。 
 今後の支援活動を見据える時期かと思います。被災地と支援者による 
長期の支援活動を構築する必要を強く感じます。 
               （文責 千葉県連会長 広木 国昭） 



13 
 

東日本大震災ボランティア活動(石巻市)に参加する 
東葛山の会 渡辺 實 

去る七月十六、十七、十八の三日間。東日本大震災ボランティア活動に

参加してきた。参加のきっかけは、所属する東葛山の会が活動の一として取

り組む呼びかけによるが、私自身は別の思いもあった。大震災に見舞われた

この地方は、私には忘れられない思い出のある場所で、「今を確認」してみ

たいという理由があった。十八年前の平成五年八月、一ヶ月間をかけて鎌ケ

谷市から青森駅まで歩く旅をした。コースはできるだけ暮らしの場、生活の

様子が見える道を選び、主に海に近い位置を歩いた。大震災の後、辿った道

を調べてみると茨城、福島、宮城、岩手、青森までの全ての地域が、大津波

の中に飲み込まれていた。 
この旅の中では多くの人に出会い、いろいろな形でお世話になった。原

町市のおばあさんは『これから畑の草取りに行くが、青森まで歩くとはとん

でもない話』と自分のために用意した飲み水を分けてくれ。鹿島市の喫茶店

のおばさんに今晩の宿を相談すると、お客さんの注文の合い間に方々の知り

合いの旅館に電話をかけてくれ、場所が遠いからと「車で送る」と強引?に
乗せられ、送ってもらった事もある。又、三陸町の旅館のおかみさんは、泊

まり客が私だけということもあって、夕飯の時に私の膳の前に座り、蟹の身

をとり出してくれながら、私が歩いてきた旅の途中の話や三陸町の暮らしの

事など、話し相手になってくれ、一人歩きの心の隙間をうめてもらった。 
人それぞれに旅の楽しみは違うだろうが、人との交わりの中で受ける人情

に勝るものはないと思っている。今回のボランティア参加は、この旅の中で

出会った人達のやさしさに、万分の一でもお返ししたいという気持からでも

あった。 
ボランティアの現場は北上川に沿った石巻市北上町の田圃。新聞の報道に

よると津波は北上川を十五キロも遡上したとある。現場の田圃はヘドロが積

もり、流されてきた柱、板などの木材、畳、戸障子、布団など暮らしの中で

大事に使われていた多くの家財道具が散乱し、埋もれていた。作業は散乱物

を拾い、掘り起こし、所定の場所に集める単純作業だが、四、五人がかりの

大物もあって、強い日差しの中できつかった。 
作業の中で思い続けた事は田圃の復旧。果たして元の田圃に回復できるだ

ろうか。農家にとっては先祖伝来、一鍬一鍬、精魂込めて育て、作り上げて

きた大事な土地。天変地変の災難とはいえ『この世には神も仏もあるものか』

という農家の人達の呻きの声が聞こえてくる風景であった。 
十八日、女川港や石巻市の市街地の一部を訪ねてみたが、改めて津波の威

力、被害の大きさに驚くばかりだった。あの日から間もなく五ヶ月。復興の

勢いは見られなかった。『周囲の人達にこの有様を伝えてください』大津波

で暮らしの基盤を根こそぎ失った被災者の思いはこの一点にあるように思

う。 
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２０１１年７月３０日 
各会代表者 様 
県連理事  様 

              千葉県連盟 会長 
                       広木 国昭 

                            
「個人会員制度」導入と組織強化の具体的提案・２次案の討議のお願い 
  
  日頃、千葉県連活動にご協力いただき有難うございます。 
 また、東日本大震災支援活動に参加・ご協力にお礼を申し上げます。 
 さて、昨年２月の全国総会において「個人会員制度」が提案されました。 

そして、今年２月の全国評議会で個人会員制の導入にむけて全国討議を実

施することが確認されました。 
 今回、全国連盟より「個人会員制度」第２次案が提案されました。この

提案を受けて各会の皆様に下記日程で討議をお願いいたします。 
    

記 
 
１、全国連盟の予定について。 
①「個人会員制度」第２次案のまとめ。 

   １１月３日（木）の全国評議会で最終討議を実施。 
 ②１１月の全国評議会の結果をうけて、翌年２月の全国総会で導入を決定。 
２、千葉県連盟の予定について。 
 ①各会に「個人会員制度」第２次案を送り、討議をお願いする。 
 ②８月１８日（木）県連理事会において討議を実施。 
 ③９月１０日（土）各会代表者・県連理事合同会議で討議を実施。 
 ④１０月１３日（木）（予定）県連理事会・拡大部会 合同会議で集約。 
 ⑤１１月３日（木）全国評議会出席。 
３、拡大検討部会の取り組みについて。 
 ① 拡大部会実施日 ８月２５日（木） ９月２２日（木） 
１０月１３日（木）県連理事会 合同会議 
  ② 千葉県連盟で実施する「個人会員制度」の詳細についての検討。 

以 上 
 

◆ ・ 参考資料として、２０１０年度総会・１０１１年度総会で確認され

た、千葉県連の組織強化・会員拡大の取り組みを紹介します。 
・ 質問・ご意見は、県連ホームページ「事務局への問合せ」までお願

いします。 
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２次案の提案までの経緯について 
2010 年 2 月に開催された、第 29 期全国連盟総会において「個人会員制度」 

導入と組織強化方針を提案した。この提案の主旨を理解し、論議を深めるため 
5 月 29・30 日、全国組織担当者会議を開催した。 
 さらに、全国連盟理事会に個人会員制度導入に関するプロジェクトチームを

設置し、理事会の論議を経て、個人会員制度の具体案を 2011 年 2 月全国評議

会に提案した。この評議会で出された多くの意見・要望に沿って、提案内容の

補強と整理、根拠資料の提供等を行うために、個人会員制度導入第 2 次プロジ

ェクトチームを設置した。 
そして、5 回のプロジェクト会議と 2 回の理事会討議を行い、今回提案する 

「個人会員制度」導入と組織強化の具体的提案・第２次案を構築した。 
 この提案をもとに、全国の各地方連盟・各会・クラブで「個人会員制度導入」

の議論をお願いした。 
千葉県連盟では、各会での討議に加え、8 月 18 日の県連理事会・9 月 10 日

に実施する各会代表者・県連理事合同会議での討議を行い、10 月 13 日の県連

理事会で集約をしたい。 
 11 月 3 日の全国評議会には、評議員 1 名が招集されている。拡大検討部会

から、1 名が傍聴者として出席する予定である。 

千葉県連盟の個人会員制度について 
 会員拡大の取り組みは、2010 年度総会に提案し承認された。 
当面の拡大目標は、800 名に設定し、出来るだけ早い時期に達成し、次の目標

に取り組んで行くことが確認された。 
 目標 800 名は、現在の千葉県連盟の総力を結集すれば可能な数字である。 
提案の骨子は 
１、会員減少の影響は・・・財政活動に大きなマイナス影響が出る。 
２、会員拡大の目的は・・・財政問題だけではない。 
３、新しい仲間を迎えると同時に、現会員が退会しない取り組み。 
４、会員拡大の取り組みは「拡大検討部会」を立ち上げて、各会の代表の 
  参加で、各会の現状・意見などが反映しやすい体制にする。 
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1 月 1 木

2 火 2 金

3 水 3 土 石巻支援活動

4 木 4 日 　　〃

5 金 5 月

6 土 6 火

7 日 7 水

8 月 女性委員会 8 木

9 火 役員会 9 金

10 水 10 土 代表者・理事合同会議

11 木 11 日

12 金 12 月

13 土 13 火 役員会

14 日 14 水

15 月 救助隊例会 15 木 県連理事会

16 火 16 金

17 水 17 土 石巻支援活動

18 木 県連理事会 18 日 　　〃

19 金 19 月 　　〃

20 土 20 火

21 日 21 水

22 月 救助隊例会 22 木

23 火 23 金

24 水 24 土 関東ブロック交流会（群馬県連）

25 木 拡大部会 25 日

26 金 26 月

27 土 27 火

28 日 28 水

29 月 29 木

30 火 30 金

31 水

　　　　　　　　　　　県　連　活　動　予　定　表
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